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設 評価

全体的に見て、いろいろと工夫して生徒に寄り添い、いい学校だなと思います。

4

先生方が常に生徒に寄り添い、ミライシード・カフートを使用している点。

・タブレットが新しくなったことで、使用方についての指導に今後期待する。

・意外に保護者の方が見ていない部分で頑張っている点が良い！

・いまひとつタブレットの使用方が分からない生徒への指導に期待する。

6

・生徒の笑顔から見て取れる点。

・先生方が生徒をよりよくする為に色々と考えて安心できる環境づくりを整えてている点。

・先生方が頑張っていることの評価。

・個性を尊重し、多様性を認めあう学校で会ってほしいと思う。

・認めたことをやり遂げた自分を自ら肯定でき、他者からも認められる雰囲気を醸成してもらいたい。

・生徒たちが過ごす学校がより過ごしやすいような規範を作り、これからも目指していただきたい。

・現代社会は、地域とのつながりが薄れ直接的な貢献が少なくなっていることに危惧を抱いている。

・できる範囲で考えている点。

・自己申告なので、評価は低いですが、無理しないでください。

・仕事と私生活の相乗効果について、職場の環境整備に設問の重点をおいており、ライフとワークを分

　けた設問が望ましい。ねらいが分からない。

・絶対的な業務量がある中で、ライフとワークのバランスを取るのは現実的に難しいのではないかと考える。生

徒ととことん付き合うなどの事例が多々ある中で、具体的な目標を示し、取り組んだ先生とそうでない先生がい

るのでは・・・。
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4.0 4.3

中期経営目標概要 短期経営目標概要       具体的方策の例示 概要

１学期

教員

基

礎

基

本

を

活

か

し

探

究

す

る

力

実

社

会

に

生

き

て

働

く

力

・

自

立

的

な

学

習

者

の

育

成

主体的に学ぶ姿勢を重視し、協働的

な学びと個別最適な学びの相乗効果

を図り、基礎基本を活かし、自ら課

題を見出し解決を図る探究する力や

課題解決力を養う。実社会に生きて

働く学力を培い、将来の自立的な学

習者を育成する。

生徒が自ら学習意欲をもって学習の目標・課題を　見通しを

持ち振り返りを行いながら、主体的・自立的に学習を進める

姿勢を養う。

授業目標・課題を明示し、生徒の興味を引き出し、終末の振り返りの過程で

生徒の達成感が得られる授業の工夫・改善を行う。常に生徒の視点に立ち、

生徒主体の学習活動を展開する。

自ら学ぶ

意欲

２学期 平均

1

教員 生徒 保護者

学習課題に向けて自ら考えを形成しながら、対話的・協働的

に学びを深める力を養う。

ファシリテーションの手法等を活用し、各教科領域において、ペアワークや

グループ学習を活性化委させ、対話的・協働的に学びを深める授業を展開す

る。

協働的な学び 3

生徒が自ら「問い」を発し「課題」を立て、自分なりの方法

で、自分なりの答えを見出す「探究力」を養う。

生徒が自ら「問い」を発し「課題設定」→「情報収集」→「整理・分析」→「まと

め・表現」→「考えの更新」→「あらたな問い・課題設定」→ という探究過程をス

パイラルに巡り、学習を深め、探究方法を身につける。

探究力 2

学習課課に向けて、ICT を活用するなど、多様な子供たちを

誰一 人取り残すことなく個々の生徒の特性とニーズに応じた

「個別最適な学習」を実現し、個々の資質・能力の効果的な

育成を図り課題解決力を養う。

ＩＣＴやタブレット端末を効果的に活用するなど一人一人の学習ニーズや学

習スタイルに応じた個別最適な学習を可能にする支援・指導を行う。生徒自

身が自らに合った学習の進め方や学び方を考えたり、選択することができる

ように支援・指導する。

個別最適な学び

新たに社会や学校における基盤的なツールとなる ICT も最大

限活用することにより、多様な子供たちを誰一 人取り残すこ

となく育成する「個別最適な学び」と、子供たちの多様な個

性を最大限に生かす「協働的な学び」の一体的な充実を図

る。

協働的な学び

探究力

ICT機器の活用

（ 家庭内 ）
2.6 3.6 3.2 3.1 3.6 2.9

ICT機器の活用

（ 学校内 ）
4.4 3.7 4.0 4.4 3.4生徒が ICT端末を学びの手段として積極的かつ日常的に活用することで、新

しい多機能な「文房具」として自由な発想で活用できるよう環境を整え授業

をデザインしていく。生徒がICT を適切・安全に使いこなす情報活用能力の

育成、及び情報モラルの育成を図る。
ICT機器の活用

（ 家庭内 ）
5

ICT機器の活用

（ 学校内 ）
4 4.3 3.7 2.8

3.6 3.5

3.9 3.3 4.0 4.0 3.3 4.2 3.9 4.1

生徒が自己のキャリア形成を日々の学びの中で自覚し、さら

に将来、主体的に社会に参画し自己実現を果たせるよう、自

己のキャリア形成を意図的に図れる資質・能力を培う。

生徒自身が各教科や学校の学びを、将来に役立たせ自己のキャリア形成に生

かせるように指導の工夫を行う。

キャリア・パスポートの効果的な活用により生徒の自己理解と自覚的・意図

的なキャリア形成を促し支援を図る。

キャリア形成

自己実現
4.3 4.1 4.3

キャリア形成

自己実現
7 4.1 3.8 4.3 4.2 3.8

豊

か

な

人

間

性

あたたかな環境と信頼関係のもと、

互いの個性や人格を尊重する心や自

他のよさを引き出し高め合える「豊

かな人間性」を育む。人権教育と道

徳教育の充実を図る。

いじめ防止対策推進法に基づき、学

校・地域住民・家庭その他関係者の

連携の下、いじめの問題克服に向け

て取り組みを行う。

あたたかな環境と信頼関係のなかで、互いの人格を尊重し、

自他ともに大切にする「思いやり」の心を育み「豊かな人間

性」を培う。

「西東京あったか先生」の取り組みを推進し、自他ともに大切にする「思い

やり」の心を育む。人権について考える機会を設ける。互いの人格を尊重

し、道徳地区公開講座等を活用し道徳教育を充実させる。

思い

やり
8

いじめのないあたたかな環境と良好な関係を築き、生徒一人

一人が自他の可能性やよさを発揮し、安心して学校生活が送

れるようにする。

深い生徒理解に基づく生徒指導を推進し、いじめ撲滅と予防に向け、アン

ケートを行い、情報を収集し早期の対応を図る。生徒会活動等を通して、意

識の向上を図り困っている人を見過ごさず声を掛けをて助けられるような生

徒の育成を行う。

良好な

人間関係
9

自尊感情や自己肯定感を基盤に、自他を尊重し共に大切にで

きる豊かな心を育む。

生徒一人ひとりが自らの個性やよさに気づき、さらに他者の個性のよさや個

性を認め互いに高め合えるように、教育相談の充実を図る。

教育

相談
10

4.3
4.2 4.3 4.5 4.3

4.3

11 4.3 4.2 3.9

教育

相談
4.3 4.0 4.6 4.1

4.2
生徒が自ら創り上げる生徒主体の活動を成功させ、達成感や

自己肯定会を育み、やり抜く力を培う。

係活動や委員会、行事等の生徒主体の活動を通して、生徒が自ら企画・運営

し、生徒が積極的に参加し取り組める場面を多く取り入れる。その課程で達

成感や自己肯定感を育み、生徒が自主的に行動し最後までやり遂げる、やり

抜く力を培う。

生徒主体の活動

やり抜く力
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様々な集団活動を通して、生徒が自

ら集団や社会のよさや規範の意義を

理解し責任と役割を主体的に果たせ

るように支援を行う。また、働く

人々から直接あるいは間接的に学

び、社会に貢献する意欲・意識を培

う。挨拶運動・ボランティア活動等

の体験を通して社会貢献に貢献する

心や社会貢献の基本的行動を身に付

けられるように支援する。

生徒の主体的な集団活動の中で生徒一人一人が倫理感や責任

感、自律心を向上させ、正しい判断に基づき行動できるよう

にする。

物事の良し悪しの判断を生徒主体の集団活動の中で身に付けられるように支

援する。生徒の自主・自律を目指し、正しい判断に基づきながら、自らを生

かし責任ある行動がとれるように支援を行う。

正しい

判断

健

全

な

心

と

体

や

り

抜

く

力

粘り強い意志、意欲、実践力の基盤

となる健全な心と体を育成し、もの

ごとを主体的・自律的に粘り強くや

り続ける力、最後までやり抜く力・

体力を培う。

生徒自らが進んであいさつをし、お互いが気持ちよく過ごせ

るためのルールやマナーを尊重し実践できるようにする。

授業の始めや終わり、来校者へのあいさつ、普段から活発なあいさつが交わ

せるよう支援する。 よりよい集団を目指し互いの意見を調整しルール等をつ

くり合う経験から、規範意識の醸成及び社会形成力を培う。

あいさつ

規範意識

3.4

地域や社会で働く人々から直接あるいは間接的に学び、また

「西東京ふるさと探究学習」等を通じて、地域と協働する意

識・意欲を培う。

職業学習等を通して地域に働く人々の役割・社会的貢献力を身近に学び、地

域と協働する意欲・意識を培う。「西東京ふるさと探究学習」や挨拶運動・

ボランティア活動等の体験を通して、地域協働・地域貢献の基本的な行動の

仕方を学ぶ。

地域と協働する力 15

4.3 3.9 3.8 4.4 3.9

各教科・領域において体力増進、心身の健康、食育など、健

康に関する指導の充実を図り、生涯を通じて健康・安全で活

力ある生活を送れるように支援を行う。

保健体育や体育的行事において、生徒の基礎体力の向上を図り、また毎月発

行の保健だよりや外部講師の活用、日々の給食を通じた食育を通じて生徒の

健康意識を培い、健康教育を推進する。

健康

体力 12

13

14

3.9

4.4 4.3 4.4

4.4 4.1
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方

改

革

業

務

改

善

業務改善を進め、ライフワークバラ

ンスを意識した働き方を推進する。

業務改善について教職員の意識改革を図り、ライフワークバ

ランスの改善を促す。

担当する業務の改善、効率化、またライフワークバランスなどについて、自

己申告に具体的な目標を示し、取り組む。

業務改善

ﾗｲﾌﾜｰｸﾊﾞﾗﾝｽ

3.3

4.0

業務改善

ﾗｲﾌﾜｰｸﾊﾞﾗﾝｽ

地域と協働する

力

あいさつ

規範意識

正しい

判断

16 3.2

健康

体力

4.5

4.0

4.5

4.8

4.3

生徒主体の活動

やり抜く力

3.0

4.3 4.0 4.2

4.1 3.5 4.1

4.2 3.7 4.0

4.3

4.1 3.7 3.5

4.4 4.0 4.3

4.2 3.5 4.2

4.4 3.7 4.3

4.3

4.5 4.3 4.4

4.3 4.1 4.6

4.5 4.1 4.3

4.5 4.3 4.4

4.4 4.0 4.3

4.1 3.7 4.3

4.3

4.1

4.3

4.1

2.2

4.4

4.3

4.4

4.3

4.4

4.4 4.1

3.3

3.7

4.3

4.2

4.6

4.1

3.8

4.4

4.3

3.9

4.2

学び続けていく大切さ、興味を持つ大切さ、分からないことをわかろうとする大切さ、何かを知るとまた分から

ないことが出てくるという面白さなど、学び考えるという習慣が学校や家庭などで身につくと良いですね。

・ICTは生徒と教師との間で隔たりを感じます。生徒が今思っていること（回答など）をリアルタイムで分かると

いう利点があり、教師がすぐに対応ができるメリットを最大限生かす必要があると思います。

・何でも経験し、役割をもたせることで、本人の生きる自信や変容につながると思う。

・豊かな心を持つ人間とは、肝要であること、信じる事、許せることなど、これを育むことができるのか、自己

を確立していくような教えが出来たら良いと思います。

・睡眠、運動、食事の大切さを教え、健康であるという事がいかに大事で、どうすれば実現できるかを様々な分

野から教えていただきたい。

・正しい判断に基づくとは、どういう基準なのでしょうか。一般茶会で形成されたもの？を言うのでしょうか？

学校運営協議会　ご意見・感想など
1 2 3 4 5
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